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経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
は

2
0
2
1
年
よ
り
、
3
月
と
9
月

を
「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」
と
し

て
下
請
中
小
企
業
が
適
切
に
取
引

先
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ
う
に
受

発
注
間
の
価
格
交
渉
を
促
し
て
い

ま
す
。国
が
定
め
た
こ
の
期
間
に
、

経
営
改
善
と
賃
金
引
上
げ
を
め
ざ

し
て
一
人
ひ
と
り
が
請
求
要
求
運

動
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
月
間
に
合
わ
せ
て
、
経
済

産
業
大
臣
名
で
発
注
側
企
業
に
対

し
て
、
受
注
側
中
小
企
業
か
ら
の

価
格
交
渉
の
申
し
出
に
遅
滞
な
く

応
じ
る
こ
と
や
、
価
格
転
嫁
に
積

極
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
要
請
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
下
請
Ｇ
メ
ン
に
よ

る
中
小
企
業
2
千
社
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
で
、
実
際
の
価
格
交
渉

・
転
嫁
状
況
に
つ
い
て
国
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
が
行
な
わ

れ
、
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

建
設
業
で
は
ゼ
ネ

コ
ン
な
ど
29
社
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
価
格
転
嫁
で
最

高
評
価
の
「
ア
」
を

受
け
た
企
業
は
お
ら

ず
、
特
に
コ
ス
ト
上

昇
分
に
対
す
る
価
格

転
嫁
割
合
は
多
く
が

7
割
未
満
の
「
イ
」
で
あ
り
、
4

割
未
満
で
あ
る
「
ウ
」
は
事
業
者

の
37
・
9
％
を
占
め
て
い
ま
す（
2

0
2
2
年
9
月
結
果
よ
り
、
別
表

参
照
）
。

客
観
的
、合
理
的
な

デ
ー
タ
で
交
渉
を

交
渉
の
際
は
、
理
由
が
あ
る
価

格
を
示
さ
な
く
て
は
交
渉
に
な
り

ま
せ
ん
。
発
注
側
は
客
観
性
の
あ

る
デ
ー
タ
や
合
理
的
な
根
拠
に
基

づ
く
価
格
か
ど
う
か
を
見
て
い
ま

す
。
見
積
も
り
の
う
ち
「
何
が
い

く
ら
で
」
「
何
が
値
上
が
り
し
た

か
」
な
ど
内
訳
明
細
と
価
格
の
推

移
表
な
ど
を
示
し
、
最
賃
の
引
上

げ
や
「
働
き
方
改
革
」
全
面
適
用

に
備
え
た
労
務
費
上
昇
な
ど
に
つ

い
て
説
明
す
る
な
ど
、
上
手
に
価

格
根
拠
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
埼
玉

県
で
提
供
さ
れ
て
い
る
「
価
格
交

渉
支
援
ツ
ー
ル
」も
活
用
下
さ
い
。

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

第
2
4
3
3
号
（
2
0
2
3
年

8
月
1
日
発
行
）
2
面
の
都
連
大

会
の
記
事
と
4
面
の
主
税
局
交
渉

の
記
事
で
、
現
東
京
都
連
委
員
長

（
前
東
京
都
連
税
金
対
策
部
長
）

の
山
本
さ
ん
の
お
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
山
本

享
さ
ん
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
3
年
秋
の
大
運
動
・
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
全
都
の
仲
間
の
奮
闘

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
月
間
成

功
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
重
点
課
題
で

あ
る
「
建
設
・
要
求
実
現
ア
ク
シ

ョ
ン
の
発
展
」と「
基
礎
組
織（
群

・
分
会
）
強
化
」
「
事
業
所
組
織

化
」
を
基
本
方
向
と
し
て
、
多
く

の
組
合
員
が
そ
の
主
体
的
役
割
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
時
で
す
。
そ
れ
に
は
何
よ
り

仲
間
同
士
で
団
結
す
る
と
と
も

に
、
方
針
に
団
結
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

秋
の
大
運
動
方
針
で
は
、
こ
の

点
を
基
本
に
、「
人
を
活
か
し
育
て

る
組
織
づ
く
り
」
を
実
感
で
き
る

運
動
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

仲
間
の
仕
事
と
く
ら
し
の
状
況

は
、
物
価
高
騰
と
と
も
に
建
設
資

材
の
高
騰
が
続
き
、
中
小
企
業
で

は
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
こ
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に

も
、
強
大
な
東
京
土
建
の
建
設
、

秋
の
拡
大
運
動
の
成
功
が
非
常
に

重
要
に
な
り
ま
す
。

対
面
で
の
対
話
が

運
動
の
飛
躍
に

ま
た
、
産
業
と
組
合
の
将
来
を

担
う
後
継
者
世
代
の
育
成
が
各
支

部
で
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
春
の
月
間
で
は
、
後
継
者
世

代
の
交
流
、
組
合
活
動
未
経
験
者

の
参
加
を
複
数
の
支
部
で
位
置
づ

け
、
前
進
し
ま
し
た
。

「
仲
間
と
仲
間
」「
仲
間
と
組
合
」

「
仲
間
と
運
動
」
を
結
び
付
け
る

た
め
に
、
対
面
に
よ
る
対
話
行
動

が
組
織
結
集
、
運
動
の
飛
躍
に
大

き
く
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
秋
の

拡
大
月
間
で
は
、
全
支
部
が
目
標

達
成
と
組
織
増
勢
に
団
結
し
て
、

①
群
・
分
会
の
基
礎
組
織
の
活
性

強
化
、
②
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
タ
ー
ト

し
た
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
運
動
を
一

段
引
上
げ
、
③
事
業
所
の
組
織
化

を
重
点
に
取
り
組
む
た
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
と
く
ら
し
を

取
り
巻
く
状
況
は
深
刻
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
、
異
常
な

円
安
、
材
料
費
高
騰
が
営
業
を

圧
迫
し
、
物
価
高
倒
産
も
激
増

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中

で
、
政
府
は
国
民
の
声
を
聞
く

ど
こ
ろ
か
、
異
次
元
の
大
軍
拡

で
軍
需
産
業
に
税
金
を
流
し
、

保
険
証
の
廃
止
で
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
を
押
し
つ
け
、
イ
ン
ボ
イ
ス

で
の
庶
民
増
税
を
10
月
か
ら
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
黙
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
怒
り
は
最
高
潮
で
す
。
こ

の
集
会
デ
モ
を
大
勢
の
参
加
で

成
功
さ
せ
、
悪
政
ス
ト
ッ
プ
と

「
真
水
」
の
経
済
対
策
を
求
め

て
政
府
に
怒
り
を
示
し
ま
し
ょ

う
。日

時

9
月
13
日
13
時
〜

場
所

日
比
谷
野
外
大
音
楽

堂

9
月
、
10
月
で
仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間
は
、
全
支
部
が

1
月
組
織
人
員
の
3
・
5
％
以
上
を
目
指
す
も
の
で
、
「
実
増
」

を
勝
ち
取
る
重
要
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
総
対
話
で
、
仲
間

の
つ
な
が
り
を
再
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

檜山組織部長

■
建
築
の
語

源
、
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
は
明
治
時

代
、
文
明
開
化
と

と
も
に
日
本
に
入

っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
日
本
に

は
多
く
の
概
念
が
不
足
し
て
い

た
が
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
「
社

会
」
、
フ
リ
ー
ダ
ム
に
「
自
由
」

を
当
て
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に

は
建
築
を
当
て
た
。
当
時
、
寺

や
殿
、
門
な
ど
の
個
々
の
建
物

の
名
称
は
あ
っ
た
が
そ
れ
ら
を

統
合
す
る
概
念
は
な
か
っ
た
と

い
う
。

■
で
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の

語
源
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
諸

説
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
ア
ル

キ
テ
ク
ト
ン
と
い
う
ギ
リ
シ
ア

語
で
、
ア
ル
キ
と
は『
始
ま
り
』

を
意
味
し
、テ
ク
ト
ン
と
は『
技

術
者
』と
い
う
意
味
で
、つ
ま
り

『
始
ま
り
を
作
る
技
術
者
』
と

い
う
意
味
に
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。（
小
説『
地
図
と
拳
』よ
り
）

■
ゼ
ロ
を
1
に
、
無
か
ら
有

を
生
み
出
す
。
始
ま
り
を
作
る

と
は
そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
ろ

う
か
。
す
ご
い
こ
と
だ
が
、
何

も
な
か
っ
た
土
地
に
、
荘
厳
な

建
築
物
が
現
れ
れ
ば
昔
の
人
は

そ
う
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。

現
代
風
に
解
釈
す
れ
ば
、
人
が

く
ら
す
家
を
作
る
と
い
う
こ
と

は
、
拠
点
を
つ
く
り
、
1
日
の

始
ま
り
を
作
る
、
と
も
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
そ
ん
な
語
源
を
持
つ
産
業

に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
を
誇
り

に
、
そ
れ
に
見
合
う
処
遇
を
求

め
て
い
き
た
い
。
仲
間
を
増
や

し
て
、適
正
賃
金
と
適
正
単
価
、

ゆ
と
り
あ
る
工
期
、
週
休
2
日

制
な
ど
を
獲
得
し
よ
う
。
8
月

の
終
わ
り
と
と
も
に
、
秋
の
拡

大
月
間
が
は
じ
ま
る
。

現
状
動
か
す
強
大
な
組
合
に

本
部
組
織
部
長

檜
山
剛
志

7月30日の拡大中央執行員会（ビジョンセンター東京京橋）に
て。前に並んだ支部の組織部長とともに決意を固め合う

９
・
１３
集
会

怒
り
は
最
高
潮
！

も
う
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い

国
が
元
請
に「
転
嫁
」促
す

９
月
は「
価
格
交
渉
促
進
」月
間

所
得
サ
ポ
ー
ト
の

組
合
独
自
の
保
険

こ
の
秋
、
「
所
得
サ
ポ
ー
ト
保

険
」
を
対
話
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
組
合
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
で
社
員
の
福
利
厚
生
を
拡
充

し
て
、
働
く
側
か
ら
選
ば
れ
る
事

業
所
に
。

（
関
連
記
事
6
面
）


